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新
憲
法
の
民
定
憲
法
性
と
明
治
憲
法
の
欽
定
憲
法
性
西
口
照
男
一
・
新
憲
法
の
搾
川
す
る
抱
封
的
平
和
主
義
は
何
人
も
認
む
る
如
く
諸
外
国
の
悪
法
に
そ
の
比
を
み
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
世
界
の
諾
憲
法
に
魁
け
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
以
外
に
お
い
て
、
所
思
法
の
新
憲
法
た
る
所
以
は
、
明
治
憲
法
の
基
本
原
理
と
新
憲
法
の
そ
れ
と
の
封
比
に
於
て
こ
れ
を
認
知
し
う
べ
ぐ
・
諸
外
国
の
進
歩
的
憲
法
と
の
封
比
に
於
て
は
必
ず
し
も
そ
の
事
命
的
意
義
の
把
担
は
囚
嫌
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
基
本
約
人
楯
の
専
軍
国
民
主
嘩
民
定
憲
法
等
は
諸
外
国
に
於
て
は
少
し
も
目
新
し
い
．
こ
と
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
き
北
わ
た
く
L
は
、
「
明
治
憲
法
史
の
一
断
面
」
（
「
踪
管
と
経
臍
」
自
第
二
八
年
空
け
至
第
〓
九
年
第
三
射
所
収
）
に
於
て
、
明
治
憲
法
の
三
大
基
本
方
針
が
、
牽
思
法
に
於
て
根
本
的
に
層
草
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
前
略
、
二
言
に
し
て
い
え
ば
、
一
国
体
の
欒
革
、
欽
定
憲
法
よ
．
り
民
定
悪
法
へ
、
振
外
各
国
の
成
法
掛
酌
に
於
て
民
樵
を
抑
え
て
君
樵
中
心
主
張
の
哲
プ
ロ
シ
ャ
憲
法
を
主
と
す
る
こ
と
よ
り
、
民
主
的
米
ヽ
ヽ
　
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
　
ヽ
ヽ
　
ヽ
英
の
憲
法
料
酌
へ
．
の
百
八
十
度
の
輯
回
で
あ
り
…
…
」
　
「
三
大
方
針
欒
革
の
詳
細
は
稿
を
更
め
て
論
す
る
で
あ
ら
う
し
、
後
二
者
の
大
輯
回
に
つ
い
て
は
既
に
他
に
刑
法
し
た
と
こ
ろ
に
譲
り
…
⊥
と
し
て
向
論
文
の
「
結
富
」
を
一
應
急
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
工
か
も
同
論
文
に
於
て
、
新
憲
法
が
民
定
定
法
た
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
あ
る
．
こ
と
を
述
べ
、
新
憲
法
の
民
定
憲
法
性
に
つ
い
て
は
他
稿
に
於
て
詳
論
す
る
こ
と
を
留
保
し
て
お
い
た
。
経
管
と
経
済
一一六
わ
た
く
し
は
、
本
稿
に
於
て
、
先
づ
明
治
憲
法
Omき
欽
定
法
法
性
を
知
る
な
味
に
於
て
明
治
憲
法
制
定
過
程
に
考
け
る
そ
の
制
定
方
法
、
及
び
そ
の
結
果
を
一
瞥
し
、
次
に
新
涼
法
制
定
に
閲
す
る
研
々
の
論
議
を
略
述
し
、
新
山
一
品
法
の
民
定
憲
法
性
に
論
及
し
よ
う
と
思
う
。
か
く
て
新
憲
法
の
有
す
る
革
命
的
意
義
の
間
明
に
役
立
た
し
む
る
で
あ
ら
う
。
欽
定
憲
法
は
君
主
主
総
に
基
い
て
君
主
が
制
定
す
る
以
法
で
あ
り
、
外
凶
に
そ
の
例
多
き
も
、
仰
闘
の
一
八
一
四
年
ル
イ
十
八
世
の
憲
法
が
そ
の
著
し
き
例
と
し
て
何
人
に
よ
っ
て
も
恥
げ
ら
れ
て
い
る
。
而
し
て
叉
明
治
以
法
が
欽
定
以
法
た
る
と
と
に
つ
い
て
は
何
人
も
疑
わ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
且
そ
れ
が
明
治
訟
法
の
重
要
な
る
特
色
と
し
て
堕
者
の
一
致
し
て
指
抑
し
来
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
以
泌
が
如
何
に
強
く
欽
定
憲
法
主
義
を
貫
徹
せ
る
か
は
そ
の
制
定
の
道
程
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
故
水
稲
に
が
、
て
は
制
定
奥
よ
り
そ
の
要
旨
を
間
越
し
よ
う
。
先
づ
政
作
品
、
民
間
の
一
部
に
行
わ
れ
た
図
約
な
い
し
民
定
以
法
命
を
み
よ
う
。
明
治
十
三
、
四
年
頃
は
、
憲
法
制
定
は
如
何
に
す
べ
‘
き
か
、
如
何
な
る
内
容
の
も
の
た
る
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
私
擬
泣
法
が
数
多
交
わ
れ
た
。
そ
の
際
明
治
憲
法
の
如
き
強
き
欽
定
憲
法
の
方
法
、
そ
の
君
椛
至
上
の
内
容
は
民
聞
に
於
て
は
主
張
さ
れ
た
か
っ
た
。
御
用
料
仰
と
い
わ
れ
た
東
京
日
日
新
聞
さ
え
も
英
図
流
の
立
憲
主
義
に
よ
り
、
訟
法
制
定
は
図
約
憲
法
を
主
張
し
た
の
で
あ
り
、
ハ
鈴
木
安
減
、
自
由
民
限
二
一
四
九
頁
〉
そ
れ
は
相
蛍
強
き
君
主
主
義
の
主
張
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
憲
法
制
定
命
日
議
を
開
い
て
草
案
を
審
議
す
べ
し
と
の
論
で
あ
っ
た
。
雨
徐
の
も
の
は
治
し
て
'
知
る
べ
し
で
邸
、
き
図
約
憲
法
の
主
張
も
相
公
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
れ
ら
図
約
憲
法
論
に
も
種
々
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
あ
っ
た
が
、
憲
法
の
草
案
は
官
民
和
合
し
て
審
議
す
べ
き
も
の
と
な
し
、
先
づ
悶
合
を
開
設
す
べ
し
と
叫
ん
だ
の
は
営
然
で
あ
る
。
〈
鈴
木
、
前
掲
書
、
一
一
二
三
頁
〉
吏
に
主
椛
在
氏
、
共
和
制
、
民
約
憲
法
の
憲
法
思
想
を
秘
か
に
懐
く
も
の
は
あ
っ
τも
公
表
す
る
な
ど
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
た
か
だ
か
図
約
示
法
の
主
張
の
公
表
に
と
芝
ま
っ
た
。
主
様
在
民
の
主
阪
は
、
迎
論
的
に
は
天
皇
制
否
定
の
蹄
結
に
到
法
す
べ
き
論
も
考
え
う
る
が
、
営
時
か
か
る
論
が
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
と
と
は
、
言
論
の
白
山
の
な
か
っ
た
乙
と
を
推
測
せ
し
む
る
に
充
分
で
あ
る
。
ハ
西
口
、
明
治
憲
法
史
の
一
断
面
、
経
営
と
鰹
画
第
二
九
年
第
一
加
、
尾
佐
竹
猛
、
窟
法
制
定
史
上
よ
り
み
た
る
天
皇
制
、
昭
和
二
一
年
一
月
十
六
・
十
七
日
毎
日
新
聞
〉
/_. 
又
明
治
十
五
年
の
所
謂
主
慌
論
争
は
、
ほ
法
川
定
。
方
法
論
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
欽
定
訟
法
論
は
主
催
在
君
設
を
、
間
約
波
法
論
は
主
催
在
君
民
間
読
を
、
川
山
内
心
辺
法
九
州
は
主
椛
在
民
設
を
各
々
背
景
収
総
と
せ
る
こ
と
は
川
V
同
然
で
あ
る
が
、
首
時
抑
医
さ
れ
た
政
情
下
に
於
て
公
然
主
似
在
氏
、
川
内
定
山
法
の
主
艇
の
公
表
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
自
ら
修
正
さ
れ
た
形
に
な
い
て
の
、
王
様
在
君
民
共
有
設
と
し
て
表
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
、
弔
問
帆
布
閥
次
誌
は
こ
れ
で
あ
っ
て
、
人
民
主
山
崎
の
一
従
極
な
/
い
し
一
分
汲
」
と
い
わ
れ
る
。
ハ
鈴
木
、
前
嶋
昔
、
三
七
二
瓦
〉
政
然
、
民
間
の
一
部
に
行
わ
れ
た
同
約
な
い
し
民
約
(
民
定
)
憲
法
論
に
到
し
て
、
政
府
は
的
、
〈
欽
定
憲
法
主
義
を
堅
持
心
、
と
れ
ら
の
民
主
的
主
快
を
mm一
し
た
こ
と
も
と
上
り
で
あ
る
。
明
治
九
年
阪
に
、
「
明
治
.
火
山
川
市
自
ら
帝
悶
滋
法
令
一
欽
定
せ
ら
る
べ
き
こ
と
」
の
大
方
針
を
附
明
し
、
山
訂
作
川
の
忽
法
な
け
ん
と
し
て
上
炎
さ
れ
た
る
「
大
綱
領
」
「
綱
領
」
「
な
け
と
に
は
、
欽
定
憲
法
の
体
裁
を
用
い
ら
る
べ
き
と
と
を
党
づ
冒
頭
に
強
調
し
て
い
る
と
ど
は
如
何
に
欽
定
志
法
主
義
を
重
視
せ
る
か
が
分
る
で
あ
ら
う
。
只
し
か
し
、
「
綱
領
」
に
附
帯
せ
ら
れ
た
「
欽
定
法
法
考
」
に
於
て
は
、
明
治
虫
法
の
如
き
程
の
君
主
主
義
は
武
か
れ
て
む
ら
な
い
で
相
常
民
主
的
志
法
思
想
の
表
現
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
欽
定
、
図
約
の
区
別
は
愛
布
の
形
式
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
作
浪
士
の
議
子
以
て
州
制
定
さ
れ
る
と
と
は
雨
和
と
も
あ
ゆ
酌
ん
v
b併
や
か
か
」
(
傍
粕
筆
者
)
と
な
せ
る
黙
で
あ
る
o
「
綱
促
」
は
治
介
の
名
で
井
上
教
の
起
草
せ
る
も
の
で
あ
り
、
井
上
毅
の
憲
法
思
想
に
忌
け
る
明
治
志
法
よ
り
も
民
主
性
を
表
現
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
も
っ
と
も
と
れ
は
井
上
殺
の
初
期
の
外
因
憲
法
の
芭
詩
的
段
階
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
。
)
し
か
し
、
そ
の
後
の
後
展
に
於
て
か
か
る
比
一
収
的
民
主
的
意
見
は
洗
給
さ
れ
て
強
き
欽
定
憲
法
主
義
の
方
向
に
舵
が
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
十
四
年
の
詔
勅
に
は
、
「
品
川
-
略
ん
γ
在
廷
臣
僚
-
一
命
ジ
仮
ス
一
一
時
日
ヲ
以
テ
シ
経
書
ノ
責
-
一
営
一
フ
シ
ム
共
組
織
航
限
-
一
五
テ
ハ
股
抑
制
一
フ
哀
ヲ
裁
シ
時
一
一
及
デ
公
布
ス
ル
所
プ
ラ
ン
ト
ス
後
略
」
と
一
不
し
、
明
治
九
年
の
基
本
原
則
欽
定
憲
法
主
義
を
重
ね
て
確
認
し
た
。
(
英
国
流
の
波
法
怠
見
を
懐
い
て
い
た
大
隈
重
信
で
さ
え
~
上
奏
し
た
窓
見
中
「
震
裁
を
以
て
定
法
を
制
定
せ
ら
る
ぺ
き
と
と
」
の
一
一
引
を
入
れ
て
欽
定
泣
法
を
主
張
し
て
い
る
と
と
は
注
目
せ
ら
る
る
。
)
か
く
て
勅
命
を
ボ
じ
て
起
草
に
従
事
し
た
の
が
?
伊
藤
、
井
上
、
伊
東
、
金
子
の
四
名
で
あ
り
、
秘
密
主
義
を
般
守
す
る
た
め
多
大
の
苦
心
を
な
し
た
。
起
草
・
者
ら
の
欽
定
泣
法
に
釘
す
る
考
え
は
、
「
窓
一
法
某
の
千
に
起
草
せ
り
と
公
侍
す
る
と
き
は
、
特
に
物
議
を
来
す
の
み
な
ら
や
、
共
憲
法
な
る
も
の
忽
ち
世
の
律
敬
を
失
う
ぺ
く
、
隼
敬
な
き
の
訟
法
は
送
法
な
き
に
若
か
ざ
る
に
至
ら
ん
」
と
い
う
如
き
極
め
て
紳
新
憲
法
の
民
定
憲
法
性
と
明
治
憲
法
の
欽
定
憲
法
性
二
台
経
笹
と
鐙
碕
ご
入
秘
的
な
る
も
の
で
あ
り
‘
と
れ
故
に
と
そ
秘
密
主
義
が
凶
行
さ
れ
た
。
民
聞
の
民
慌
論
者
の
批
判
を
恐
れ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
ο
要
す
る
に
明
治
滋
法
の
告
文
、
勅
語
、
主
識
に
よ
っ
て
示
さ
作
た
る
如
き
州
出
的
悶
休
初
堅
持
の
下
に
沿
け
る
欽
定
憲
法
の
起
草
・
で
あ
っ
た
。
前
示
の
井
上
殺
に
よ
っ
て
も
の
さ
れ
た
岩
倉
の
泣
法
立
見
「
制
偵
」
に
附
僻
し
た
「
欽
定
憲
法
考
」
は
そ
の
後
弁
上
毅
自
身
の
憲
法
私
案
に
於
て
鼠
'
に
殴
棄
せ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
と
の
従
化
は
何
に
郎
凶
す
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
彼
自
身
始
め
の
直
詩
的
な
る
も
の
上
り
会
第
に
変
化
せ
る
経
過
の
一
つ
の
表
わ
れ
で
は
な
か
ら
う
か
、
そ
れ
は
多
く
非
民
主
化
へ
の
道
程
で
あ
っ
た
と
m
惜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
。
，
、
叉
怠
法
草
案
完
成
し
‘
入
品
々
如
何
に
し
て
と
札
を
的
応
ず
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
時
.
程
々
の
突
が
あ
っ
た
が
、
元
老
院
に
草
案
を
下
付
し
て
議
決
せ
し
め
る
乙
と
は
、
泊
者
院
の
川
・
以
来
は
わ
が
川
内
休
に
利
符
わ
ぬ
と
し
て
排
斥
し
た
伊
藤
ら
と
し
て
は
到
底
容
認
す
る
筈
は
な
く
、
各
府
防
相
法
川
の
総
代
を
・
J
な
石
川
M
A
Wと
ん
川
川
せ
し
め
る
栄
も
氏
問
政
認
の
困
民
議
ん
口
論
の
一
部
採
用
と
な
る
怠
味
に
於
て
断
然
担
否
し
'
た
の
で
あ
る
か
ら
、
民
に
そ
札
以
上
に
民
主
的
な
る
と
の
「
欽
氾
以
法
巧
」
が
容
認
さ
れ
採
川
さ
る
べ
き
筈
が
な
い
の
で
あ
る
。
果
し
て
伊
政
ら
の
欽
父
山
法
川
仙
川
必
は
、
.
仇
統
院
を
仰
は
し
て
仏
政
刊
以
内
山
大
医
の
他
パ
朝
野
か
ら
勤
功
練
法
の
士
を
選
抜
し
て
・
胤
任
せ
る
顧
問
官
に
よ
る
・
得
議
の
方
法
を
民
川
せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
。
凡
そ
「
代
品
士
の
議
を
経
る
」
な
芝
と
は
正
反
封
の
、
否
そ
れ
を
極
度
に
排
斥
し
た
非
民
主
的
な
方
法
を
以
て
秘
密
裡
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
o
M術
院
に
於
け
る
秘
密
保
持
は
徹
底
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
又
審
議
修
了
、
夜
布
後
に
於
て
も
.
と
の
審
議
欣
態
は
勿
論
の
こ
と
、
一
切
に
つ
い
て
起
半
者
ら
は
秘
密
を
股
守
し
た
の
で
あ
る
。
と
れ
ま
さ
に
欽
定
志
法
に
討
す
る
紳
秘
的
思
想
の
表
切
で
あ
り
、
反
民
主
的
、
官
僚
的
、
旅
閥
的
思
想
の
表
明
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欽
定
説
法
の
忠
訟
を
如
寅
に
示
す
も
の
と
し
て
、
伊
政
悩
信
院
議
長
が
、
「
忌
法
稿
策
ヲ
逃
ム
ル
ノ
ヤ
一
次
」
(
伊
藤
凶
文
制
、
活
法
資
料
上
巻
、
三
九
頁
」
に
於
て
.
三
削
除
去
法
ノ
成
ル
ハ
宜
シ
ク
陛
下
ノ
況
シ
ク
取
捻
裁
定
ス
ル
所
一
一
向
リ
、
始
メ
テ
一
川
取
一
一
不
侵
ノ
究
此
ハ
タ
ル
ヲ
得
ペ
シ
・
:
、
、
、
、
‘
.
.
 
、
、
、
、
、
:・
M
M
博
文
逃
ム
ル
所
ノ
稿
本
ハ
即
チ
資
料
ヲ
蒐
来
シ
:
:
:
主
立
公
ノ
大
事
ハ
唯
陛
下
ノ
調
リ
能
ク
附
定
ス
ル
所
ニ
シ
テ
唯
レ
カ
臣
子
ノ
敢
-
ア
眼
ュ
浪
カ
ル
所
ナ
リ
ト
謂
ハ
ン
ヤ
後
時
」
ハ
傍
措
筆
者
〉
と
述
べ
て
い
る
結
、
又
明
治
天
皇
自
身
恨
給
院
の
八
四
議
に
・
毎
回
調
臨
せ
ら
れ
た
と
と
で
あ
り
、
「
股
カ
組
宗
一
二
父
ク
ル
ノ
大
紘
一
一
伏
リ
現
在
及
将
来
ノ
臣
民
-
一
釘
シ
此
不
磨
ノ
犬
山
内
ヲ
立
布
ス
」
と
い
う
は
，
m
単
な
る
形
式
的
な
る
文
一
一
一
H
で
は
な
く
、
文
字
泊
り
君
主
主
慌
に
基
い
て
君
主
が
制
定
す
る
と
い
う
資
を
表
現
せ
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
欽
定
宗
法
主
義
の
理
論
的
内
総
で
な
い
と
し
て
も
特
に
強
い
意
味
に
於
て
の
夫
況
は
、
改
正
の
夜
祭
出
を
天
皇
に
の
み
専
属
せ
し
め
た
と
と
で
あ
り
、
〈
思
法
上
議
、
ほ
法
第
七
三
陥
〉
川
州
政
布
佐
中
は
そ
の
改
正
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
o
ハ
泣
法
第
七
五
一
際
参
照
〉
と
れ
世
界
各
図
に
例
を
み
な
い
問
先
で
お
り
、
尖
決
刈
同
士
を
し
て
特
に
「
之
を
日
本
の
以
法
の
欽
定
山
法
主
誌
と
m仰
せ
」
ハ
美
波
部
淫
吉
、
日
本
憲
法
の
基
本
主
義
、
五
三
日
υ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
旭
川
・
者
は
欽
定
志
法
な
る
が
此
に
品
目
然
改
E
の
溌
案
慌
が
天
皇
に
専
局
す
る
も
の
と
の
見
解
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
「
引
川
山
川
山
花
仰
川
」
に
説
明
せ
ら
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
又
、
明
治
以
泌
が
的
行
さ
れ
て
一
皮
も
改
正
が
行
わ
れ
な
い
で
ポ
ツ
ダ
止
出
品
目
一
口
受
誌
に
い
た
っ
た
o
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
や
は
り
欽
定
以
法
に
討
す
る
川
泌
川
山
似
の
此
に
乙
札
を
設
夫
せ
干
し
て
批
判
す
る
ど
と
は
不
敬
で
あ
る
か
の
如
き
訣
れ
る
考
え
が
そ
の
根
抵
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
o
又
市
川
以
上
、
欽
火
山
法
ω改
正
を
主
桜
す
る
と
と
に
よ
っ
て
出
版
法
に
問
わ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
o
ハ
鈴
木
安
蔵
、
明
治
虫
法
と
新
温
法
、
一
二
六
百
〉
と
と
山
法
改
正
に
ま
で
到
注
す
る
論
議
は
極
力
回
避
せ
ん
と
す
る
非
民
主
的
態
度
は
、
例
え
ば
貴
族
院
改
革
論
議
に
於
て
も
と
れ
を
み
る
と
と
が
川
来
る
。
公
族
院
の
机
織
に
つ
い
て
は
、
明
治
憲
法
第
三
間
僚
に
於
て
、
豆
見
仏
政
院
ハ
貴
族
院
令
ノ
定
ム
ル
所
-
一
依
リ
、
皇
族
、
来
放
及
勅
任
セ
ラ
レ
グ
ル
m
Mヲ
以
‘
一
ア
机
一
級
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
皇
族
に
つ
い
て
は
、
「
皇
族
の
と
・
と
は
さ
て
沿
き
」
と
し
て
貴
族
院
改
革
論
者
と
雌
も
一
指
を
点
仰
れ
よ
う
と
ぜ
十
、
京
族
議
ハ
は
に
つ
い
て
は
そ
の
全
ぃ
肢
を
主
張
す
る
と
と
は
法
法
改
正
に
燭
れ
る
問
題
で
あ
る
と
し
て
之
を
敬
怪
し
、
そ
の
か
γ
は
乃
五
三
分
の
一
は
の
主
以
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
川
州
洲
事
縫
以
来
，
次
第
に
拾
頭
し
た
結
封
主
義
、
一
卓
図
主
義
の
隆
伐
は
、
は
洲
の
一
郊
に
於
け
る
議
合
主
義
の
軽
腕
乃
至
無
関
の
風
潮
と
共
泊
し
た
も
の
が
あ
り
、
資
質
的
に
は
議
合
の
存
在
を
無
償
値
な
も
の
た
ら
し
め
、
か
か
る
主
医
者
に
な
い
て
は
、
議
合
を
一
一
胞
の
邪
魔
者
的
存
十
代
と
感
じ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
，
彼
等
と
難
も
、
と
れ
を
表
町
形
式
上
は
否
定
し
さ
る
と
と
は
出
来
友
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
議
合
は
否
、
定
し
た
い
の
で
あ
ら
吹
が
、
議
人
げ
は
明
治
法
法
に
段
と
し
て
規
定
し
て
あ
り
、
一
読
ん
mu
を
否
定
す
る
と
と
は
、
・
彼
等
の
舘
度
に
問
調
せ
る
明
治
、
、
、
‘
.
、
‘
.
、
‘
.
、
、
天
皇
の
欽
定
さ
れ
た
泣
法
を
否
定
す
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ゐ
も
え
ば
こ
の
黙
に
む
い
て
叡
め
て
皮
肉
な
現
象
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
{
川
沖
約
以
川
仙
人
げ
の
名
加
が
そ
の
苦
悶
の
象
徴
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
一
史
に
今
，
ャ
凡
退
法
改
E
…
引
拾
が
政
府
に
よ
り
J
取
上
げ
ら
れ
た
と
同
じ
頃
、
近
街
公
を
中
心
と
じ
て
内
大
白
山
に
於
て
泣
法
改
正
の
準
備
に
着
手
し
た
と
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
の
内
大
臣
府
.
に
沿
け
る
泣
法
改
正
準
備
に
釘
し
τは
、
「
非
立
法
」
な
り
'
と
の
輿
論
の
反
封
が
新
憲
法
の
民
定
詰
法
性
と
明
治
怒
法
の
欽
定
話
法
性
二
九
経
管
と
経
済
O 
あ
り
、
そ
れ
に
封
し
て
「
定
法
改
正
に
関
す
る
輔
弼
の
性
質
は
、
政
府
の
そ
れ
と
内
大
臣
府
の
そ
れ
と
は
根
本
的
に
呉
た
り
、
前
者
は
園
務
上
の
行
待
に
つ
い
て
の
輔
弼
で
あ
り
、
後
者
は
聖
徳
玉
成
に
つ
い
て
の
松
念
に
つ
い
て
の
柿
弼
」
で
あ
る
と
の
反
駁
が
行
わ
れ
た
論
争
や
、
内
大
臣
府
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
た
経
緯
、
そ
の
た
め
内
た
同
仰
の
波
法
改
正
準
備
の
中
絶
さ
れ
た
結
末
は
.
と
も
か
く
と
し
て
、
近
衛
公
が
憲
法
改
正
調
J
査
に
着
手
し
丸
山
肖
初
の
窓
凶
は
相
山
政
似
的
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
似
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
最
初
内
大
臣
府
御
用
舗
と
な
っ
た
時
に
、
「
前
崎
元
帥
は
合
淡
切
明
日
本
の
以
法
の
白
山
、
五
義
下
の
必
要
を
決
然
た
る
口
調
を
以
て
述
べ
、
，
次
い
で
か
か
る
運
命
を
余
が
指
導
し
て
は
如
何
と
一
水
没
さ
れ
た
。
と
れ
に
川
し
て
余
は
、
『
日
本
に
たd
け
る
泣
法
改
正
は
天
皇
の
溌
議
に
よ
る
以
外
な
さ
れ
な
い
』
と
答
え
た
が
、
し
か
し
公
は
・
心
仰
に
似
泌
す
る
げ
を
約
し
た
。
余
が
こ
の
旨
天
皇
陛
下
に
奏
上
巾
上
げ
た
と
と
る
天
皇
陛
下
は
余
に
波
法
改
正
の
下
市
仰
を
な
す
ぺ
さ
げ
の
仰
下
命
わ
り
会
は
内
府
仰
別
掛
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」
〈
昭
和
二
O
年
十
月
一
三
百
朝
日
新
、
問
〉
と
'H附
加
す
る
と
こ
ろ
が
州
市
山
に
物
川
る
如
ぐ
、
内
府
仰
川
叫
と
な
っ
て
定
法
改
正
の
下
準
備
を
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
れ
宮
津
波
間
以
も
五
件
川
に
折
仰
せ
ら
れ
た
如
く
、
「
欽
忠
治
法
と
い
う
と
と
を
誤
解
し
て
政
府
の
輔
弼
や
責
任
の
関
係
の
な
い
楽
屋
一
設
で
な
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
解
し
た
」
ハ
昭
和
二
O
年
十
月
十
六
日
俗
日
新
聞
〉
結
果
で
は
な
か
ら
う
か
P
以
上
明
治
以
法
制
定
過
程
に
於
て
反
欽
定
泣
法
論
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
事
、
政
府
は
と
れ
を
斥
け
て
強
く
欽
定
法
法
主
義
を
推
進
し
て
か
の
明
治
泣
法
主
制
定
し
、
且
泡
皆
し
来
っ
た
こ
と
.
一
般
に
欽
定
以
法
に
封
す
る
誤
解
、
い
わ
ば
紳
秘
思
想
が
存
し
た
と
と
を
述
ぺ
た
。
要
す
る
に
明
治
法
法
に
つ
い
て
は
.
制
定
の
過
程
に
川
町
て
も
、
そ
の
位
協
に
烏
い
て
も
、
活
笥
に
が
、
て
も
純
然
た
る
欽
定
法
法
で
あ
っ
て
異
論
を
さ
し
は
さ
む
余
地
は
・
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
一
部
に
は
そ
の
枕
川
さ
え
み
う
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
{一
以
上
の
如
く
明
治
定
法
の
制
定
及
活
用
と
も
に
強
き
欽
定
以
法
性
を
貫
徹
し
、
ム
笠
宮
交
訪
に
ま
で
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
ζ
の
一
度
も
改
正
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
明
治
法
法
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る
と
野
ぐ
し
て
波
法
改
正
は
必
要
か
否
か
の
論
争
が
行
、
わ
れ
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
立
.
一
一
一
口
は
必
や
し
も
憲
法
改
正
を
要
請
し
な
い
と
か
、
明
治
憲
法
は
弾
力
性
あ
る
も
の
で
あ
り
、
解
鐸
に
よ
っ
て
民
主
化
一
度
も
滋
法
改
正
が
行
わ
れ
な
い
で
敗
戦
に
よ
る
ポ
ツ
ダ
。
要
請
を
な
し
う
る
か
ら
ポ
ツ
ダ
ム
宣
江
の
要
ば
に
と
た
え
う
る
と
か
、
{
説
法
の
改
正
を
必
要
と
し
た
い
の
で
は
な
い
が
時
期
命
平
で
あ
る
と
か
の
論
が
政
府
撃
者
の
一
郊
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
明
治
芯
法
運
用
の
過
程
に
む
い
て
、
・
一
時
辺
法
的
悦
習
と
し
て
政
作
品
内
閣
制
が
行
わ
品
回
れ
、
と
れ
が
「
憲
政
の
常
道
」
な
り
と
せ
ら
れ
て
比
政
的
民
主
的
運
用
の
行
わ
れ
た
時
代
を
想
起
し
て
の
議
論
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
し
か
し
か
か
る
論
は
冷
股
な
る
市
町
、
敗
川
刊
に
よ
る
ポ
ツ
げ
ム
宣
言
受
諾
の
怠
訟
を
一
止
併
せ
ざ
る
論
で
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
「
日
本
の
以
絡
の
政
治
約
態
は
日
本
凶
川
内
の
白
山
に
表
明
し
た
意
瓜
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
べ
き
」
と
と
を
要
求
し
て
い
る
。
ず
な
わ
ち
、
天
日
制
を
も
八
泊
め
た
日
本
の
役
絡
の
政
治
形
態
、
他
一
一
目
す
れ
ば
将
来
の
然
防
法
た
る
以
法
の
制
定
を
「
日
ポ
図
民
が
自
由
に
表
明
し
ー
て
決
定
」
す
る
と
と
を
ポ
ツ
ダ
ム
丘
一
一
日
交
流
の
時
に
聯
合
閣
に
封
し
て
約
束
し
た
と
と
に
な
る
。
明
治
憲
法
は
紳
標
的
図
体
観
の
下
に
天
皇
の
欽
定
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
君
主
主
慌
の
邸
、
問
な
る
貫
徹
は
他
閣
に
そ
の
比
を
み
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
非
民
主
的
政
治
機
構
の
存
在
、
人
椛
の
保
障
の
山
mm
さ
は
既
に
数
多
の
啓
者
の
指
摘
し
来
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
法
法
の
活
用
の
民
主
化
と
雄
も
と
の
君
主
主
燃
の
股
た
る
一
線
は
如
何
と
も
す
る
と
と
が
出
来
宇
、
し
か
も
「
天
皇
の
名
に
於
て
」
腿
々
と
れ
が
反
民
主
的
に
悪
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
要
誌
を
考
え
る
時
到
宮
明
治
憲
法
の
運
用
の
民
主
化
の
み
を
以
て
と
の
要
請
に
膝
え
え
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
果
し
て
大
勢
は
波
法
改
正
の
必
至
論
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
う
る
で
あ
ら
う
し
、
又
窓
法
改
正
が
必
要
か
否
か
の
論
は
、
マ
元
帥
の
昭
和
二
O
年一
O
月
一
一
日
時
の
幣
原
首
相
に
示
さ
れ
た
「
憲
法
の
自
由
主
義
化
」
の
表
明
に
よ
っ
て
格
止
符
が
う
た
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
れ
止
り
さ
き
終
戦
前
一
後
、
訟
法
改
疋
論
の
優
勢
で
な
か
っ
た
昭
和
二
O
年
九
月
下
旬
、
米
関
の
往
訪
の
記
者
に
、
天
皇
が
「
険
は
英
図
の
如
き
立
法
君
主
制
を
欲
す
る
」
と
い
わ
れ
た
記
事
は
、
明
治
憲
法
改
正
の
議
議
催
者
の
非
公
式
な
る
後
一
一
一
日
と
し
て
注
目
を
引
い
た
。
と
え
て
十
月
中
句
頃
よ
り
内
大
限
府
の
以
法
改
正
準
備
が
治
め
ら
れ
ん
と
し
た
、
し
か
し
と
れ
に
針
し
て
は
非
立
訟
な
り
と
の
指
摘
を
受
け
、
内
大
臣
府
そ
の
も
の
の
段
・
止
に
よ
り
柊
止
符
が
う
た
れ
た
と
と
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
政
府
は
内
大
臣
府
の
調
査
と
蛇
行
し
て
憲
法
改
正
調
査
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
何
れ
も
「
泣
法
の
自
由
主
義
化
」
の
要
請
に
し
た
が
弘
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
政
府
は
、
明
治
法
法
第
七
三
僚
の
改
正
の
千
伎
に
従
っ
て
政
府
の
行
う
べ
き
間
務
の
範
問
と
し
て
改
正
準
備
事
業
に
岩
手
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
が
し
か
し
、
}
部
に
は
「
直
接
人
民
よ
り
怒
恕
さ
れ
る
一
院
よ
り
な
る
訟
法
制
定
議
舎
に
よ
る
新
憲
法
の
制
定
」
ハ
例
え
ば
平
野
義
太
郎
、
昭
和
二
O
年
一
一
月
一
二
日
大
型
新
聞
」
の
主
張
も
あ
っ
た
と
と
は
見
逃
し
え
な
い
。
か
か
る
論
者
の
主
授
は
、
要
す
る
に
、
明
治
憲
法
の
基
盤
た
新
憲
法
の
民
定
憲
法
性
と
明
治
憲
法
の
欽
定
患
法
性
盤
替
と
経
済
る
天
皇
制
打
倒
、
人
民
共
和
政
府
の
樹
立
を
主
附
し
て
明
治
ぷ
法
の
排
除
を
求
む
る
明
治
虫
法
の
全
部
修
正
論
で
あ
り
、
新
憲
法
制
定
す
な
わ
ち
、
新
憲
法
は
民
定
泣
法
た
る
べ
し
と
い
う
に
あ
っ
た
。
政
府
の
立
場
は
あ
く
ま
で
明
治
以
法
第
七
三
伐
の
千
伎
に
上
る
こ
と
を
陪
持
し
、
且
そ
の
飽
同
内
に
烏
け
る
い
わ
ば
微
温
的
改
正
論
で
あ
り
、
全
面
的
改
正
論
は
主
張
さ
れ
な
か
っ
た
。
常
時
の
此
仰
を
代
夫
し
て
符
抑
制
に
沿
っ
た
鈴
木
図
務
相
の
立
場
は
極
め
て
保
守
的
な
も
の
で
あ
り
、
明
治
志
法
の
一
部
修
正
の
ほ
川
を
川
午
し
、
行
・
.
上
主
仰
の
一
一
級
は
ほ
と
し
て
守
り
、
そ
の
上
で
の
民
主
化
て
あ
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
こ
れ
所
前
松
本
川
原
則
が
明
的
に
公
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
欽
災
以
法
の
一
部
修
正
で
足
れ
り
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
昭
和
二
一
年
三
月
六
口
氏
火
さ
れ
た
北
山
の
以
法
改
正
策
要
制
は
、
従
来
政
府
の
堅
持
せ
る
君
主
主
慌
を
否
定
し
図
民
主
催
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
川
四
は
、
明
治
以
法
第
七
三
代
川
に
よ
る
泣
法
改
正
の
限
界
!
l明
治
虫
法
第
七
三
保
の
改
正
予
績
に
よ
っ
て
は、
E
の
よ
う
な
内
ぶ
の
は
一
止
も
以
法
上
可
能
で
あ
る
と
い
う
m
mも
あ
っ
た
が
、
し
が
し
活
設
は
明
治
泣
法
第
一
一
保
乃
至
第
四
僚
、
す
な
わ
ち
間
休
の
ぺ
川
市
は
川
市
水
な
い
、
l
lと
、
明
治
以
法
第
七
三
保
の
「
改
正
の
議
決
」
の
解
様
、
l
l従
来
明
治
虫
法
第
七
三
僚
に
つ
い
て
は
、
改
正
の
従
来
航
が
一
次
弘
に
草
川
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
改
正
の
議
決
」
と
錐
も
、
そ
の
可
否
を
決
す
る
の
み
で
議
舎
に
は
修
正
慌
は
な
い
と
い
う
の
が
泊
沿
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
天
内
山
に
の
み
改
正
改
築
慌
を
許
し
て
い
る
故
、
若
し
修
正
を
許
せ
ば
新
な
る
議
案
を
し
た
と
と
に
な
り
天
皇
の
後
奈
川
山
を
侵
す
こ
と
に
な
る
か
ら
と
い
う
羽
山
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
部
に
は
議
合
の
議
に
付
せ
ら
れ
る
以
上
は
修
正
慌
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
と
れ
も
そ
の
修
正
は
原
案
の
範
囲
内
と
い
う
限
定
が
つ
い
て
い
た
、
ー
ー
で
あ
っ
た
。
と
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
通
設
に
よ
れ
ば
、
明
治
志
法
第
七
三
僚
の
千
絞
を
以
て
し
て
は
明
治
辺
法
第
一
保
乃
至
第
問
僚
の
縫
一
史
も
出
来
十
、
議
人
げ
に
修
正
使
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
政
府
の
改
正
栄
要
綱
は
送
法
第
一
一
保
乃
至
第
四
僚
を
内
出
足
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
手
続
上
九
川
地
法
で
は
な
い
か
と
の
論
が
起
る
筈
で
あ
る
o
来
じ
て
政
府
内
部
に
於
て
も
乙
の
草
案
に
よ
る
全
閥
的
改
正
瀧
議
前
に
憲
法
第
七
三
僚
の
改
正
を
行
う
ぺ
し
、
且
、
立
・
案
自
身
の
否
定
せ
る
支
族
院
を
し
て
こ
の
改
正
に
参
興
せ
し
め
る
は
泊
常
で
な
い
か
ら
、
貴
族
院
に
代
る
参
議
院
法
の
制
定
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
怠
見
が
拾
頭
し
た
。
ハ
佐
藤
坊
、
憲
法
改
E
の
経
過
、
一
一
一
一
頁
以
下
参
照
〉
し
か
し
、
と
の
ぷ
九
州
は
結
局
資
現
さ
れ
な
い
で
、
明
治
法
法
第
七
三
保
ゆ
改
め
な
い
で
も
議
舎
に
修
正
椛
を
認
め
る
の
は
営
然
と
し
、
貴
族
院
は
形
式
的
に
は
指
議
出
は
不
適
蛍
で
、
資
質
的
に
は
審
議
慌
を
失
っ
て
い
る
と
の
解
俸
が
有
力
と
な
り
、
政
府
は
と
の
解
鐸
に
従
一
っ
た
弘、ー
ょ
う
で
あ
る
。
憲
法
審
議
議
合
を
前
に
し
て
専
任
さ
れ
た
金
森
図
務
相
は
「
な
法
第
七
三
僚
の
解
鰹
で
自
巾
な
る
議
合
に
基
い
て
自
由
た
る
。
議
決
を
し
て
芦
.
う
建
前
か
ら
修
正
は
白
山
だ
と
以
う
」
と
後
一
一
目
し
て
い
る
と
と
に
よ
っ
て
も
と
れ
を
裏
書
し
て
い
る
し
、
叉
安
法
審
議
議
命
日
中
に
治
け
る
政
府
の
答
溺
も
亦
M
mで
あ
っ
た
と
川
山
う
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ツ
ダ
ム
立
口
H
に
恭
一
く
義
務
を
と
の
現
行
泣
法
の
秩
序
の
下
に
震
現
し
て
行
く
と
い
う
誌
坊
を
以
せ
ら
れ
た
も
の
と
巧
え
第
七
三
依
に
よ
っ
た
と
い
い
、
泌
A
M
H
の
容
議
の
経
過
の
中
に
「
日
本
図
氏
の
白
山
に
表
明
す
ろ
芯
川
山
」
を
は
川
す
こ
と
が
川
来
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
、
総
合
に
於
て
も
一
，
怖
を
除
い
て
こ
の
制
定
子
絞
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
か
っ
た
上
う
で
あ
る
。
旦
マ
一
五
帥
も
「
本
改
正
憲
法
が
明
治
二
二
年
波
布
.
の
川
行
以
訟
と
完
全
な
る
法
的
持
続
性
が
保
障
さ
れ
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
啓
明
に
よ
っ
て
明
治
憲
法
第
七
三
僚
に
上
る
ヂ
民
主
文
訪
れ
泌
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
事
賃
上
、
明
治
憲
法
第
七
三
伐
の
千
絞
に
従
っ
て
、
議
舎
に
於
て
も
自
由
な
る
拶
疋
が
行
わ
れ
る
山
叫
ん
附
の
下
に
命
誌
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
明
治
法
一
訟
の
一
部
修
正
で
な
く
て
全
部
修
正
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
更
す
る
に
明
治
志
法
第
七
三
僚
の
解
俸
と
趨
用
に
於
て
、
ポ
ツ
ザ
グ
ム
宣
一
一
一
一
日
受
諾
に
よ
り
大
な
る
縫
化
が
行
わ
れ
た
と
と
を
看
取
す
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
要
約
す
る
と
、
ポ
ツ
ダ
ム
宜
一
一
一
口
受
諾
に
よ
っ
で
憲
法
改
正
か
否
か
の
沿
乍
が
行
わ
れ
、
結
局
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
る
と
と
に
な
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
一
部
に
は
、
人
民
の
乎
に
よ
る
新
法
法
の
制
定
を
叫
ん
だ
も
の
も
あ
っ
た
が
、
政
府
は
あ
く
ま
で
明
治
憲
法
第
七
三
僚
に
依
っ
て
千
伎
を
迩
め
た
、
議
合
同
も
一
部
を
除
い
て
絶
封
多
数
で
と
れ
を
認
め
、
且
マ
司
令
官
も
承
認
し
た
。
し
か
も
従
来
の
通
設
に
於
て
は
詐
さ
れ
ざ
る
明
治
以
法
第
七
三
僚
の
川
限
界
を
超
え
た
全
面
的
改
正
で
あ
り
、
修
正
も
白
山
の
立
場
に
於
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
換
一
託
す
れ
ば
、
形
式
的
に
は
あ
く
ま
で
明
治
法
法
改
正
の
手
践
に
よ
っ
た
、
上
議
中
に
も
そ
の
貼
明
記
し
て
あ
る
。
「
枢
密
顧
問
の
諮
拘
及
帝
岡
忠
法
第
七
三
伐
に
よ
る
市
川
凶
議
合
の
議
決
を
経
た
帝
図
憲
法
の
改
正
を
裁
可
し
、
と
こ
に
こ
れ
を
公
布
せ
し
め
る
。
」
と
。
と
こ
ろ
が
、
資
質
的
に
は
、
災
も
な
く
新
法
法
の
制
定
で
あ
る
。
前
文
中
先
づ
、
「
日
本
図
民
は
、
:
:
:
と
と
に
主
慌
が
図
民
に
存
ず
る
こ
と
を
宣
言
し
と
の
宗
法
を
確
定
す
る
。
」
「
わ
れ
ら
は
こ
れ
に
反
す
る
一
切
の
憲
法
、
法
令
及
詔
勅
を
排
除
す
る
o
」
と
い
い
、
上
議
中
「
日
本
図
民
の
総
一
意
に
基
い
て
新
日
本
-
建
設
の
礎
が
定
ま
る
に
至
っ
た
こ
と
を
、
深
く
よ
る
乙
び
・
:
」
と
い
う
。
旦
、
泣
法
第
九
六
僚
に
は
、
憲
法
改
正
は
、
。
閤
舎
が
護
議
し
て
図
民
の
承
認
を
必
要
と
す
る
図
民
主
能
主
義
の
理
論
的
師
結
を
示
し
て
い
る
。
世
人
と
れ
を
新
憲
法
と
呼
ぶ
の
は
極
め
て
、
新
箆
法
の
民
定
患
法
性
と
明
治
怒
法
の
欽
定
憲
法
性
一
一一
経
管
と
盤
・
湾
四
受
賞
で
あ
る
。
斯
様
に
形
式
的
に
は
欽
定
泣
法
の
改
正
予
絞
を
版
ん
で
い
る
が
、
白
川
川
的
に
は
あ
く
ま
で
民
定
法
法
で
あ
る
場
合
に
、
果
し
て
と
の
憲
法
を
何
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
思
才
に
よ
っ
て
内
々
の
ぬ
川
が
行
わ
札
て
い
る
の
は
こ
の
放
で
あ
ら
う
。
は
じ
め
に
新
憲
法
は
欽
定
以
法
で
あ
る
と
い
う
沿
よ
り
み
よ
う
二
例
を
明
げ
る
と
、
「
日
本
図
法
法
は
、
:
:
:
帝
図
憲
法
第
七
三
僚
の
規
定
に
よ
り
、
勅
命
を
以
て
議
案
を
帝
凶
ぬ
合
の
議
に
付
し
、
そ
の
協
議
を
経
て
裁
可
せ
ら
れ
る
千
統
に
よ
っ
て
制
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
制
定
乎
絞
か
ら
み
れ
ば
‘
(mω
川
活
者
〉
明
か
に
一
大
山
に
よ
り
制
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
む
し
ろ
欽
定
憲
法
に
属
ず
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
ハ
沼
均
以
太
郎
、
日
本
問
活
法
要
論
六
五
頁
以
下
〉
と
説
明
す
る
。
そ
の
制
定
手
掛
闘
の
形
式
商
に
着
服
し
て
新
以
法
h
欽
氾
以
法
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
、
前
文
の
内
容
、
す
な
わ
ち
、
日
本
関
川
ん
が
確
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
児
に
、
「
日
八
前
文
の
内
容
よ
り
し
て
、
:
:
:
一
火
山
.
ム
ポ
こ
の
辺
法
を
制
定
せ
ら
れ
る
に
常
つ
て
は
、
凶
民
の
一
人
と
し
て
図
民
の
総
意
に
娘
一
き
、
同
氏
を
代
去
し
て
ハ
初
防
筆
者
〉
そ
の
内
容
を
前
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
を
侠
た
な
い
と
と
で
あ
る
。
」
ハ
前
晶
君
、
同
所
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
新
出
法
制
定
の
千
続
よ
り
み
て
欽
定
以
法
で
あ
る
と
さ
れ
つ
つ
、
し
か
も
そ
れ
は
凶
氏
伐
一
人
と
し
て
.
限
定
し
た
と
い
う
と
と
が
論
理
上
川
市
し
て
許
さ
れ
る
と
と
で
あ
ら
う
か
、
「
凶
M
パ
の
.
一
人
と
し
て
岡
氏
の
総
意
に
基
き
総
定
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
と
と
は
、
悶
民
主
椛
主
義
に
基
い
て
図
民
の
確
定
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
到
底
こ
れ
そ
欽
定
訟
法
と
稀
し
難
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
?
か
よ
う
に
前
文
の
稔
切
だ
け
で
も
欽
定
憲
法
設
は
論
理
首
尾
一
貫
せ
や
そ
の
ぬ
川
に
窮
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
と
で
憲
法
制
定
の
経
過
と
制
定
さ
れ
た
憲
法
の
性
絡
は
同
別
し
う
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
こ
の
矛
盾
を
救
消
ぜ
ん
と
し
、
前
文
は
制
定
さ
れ
た
憲
法
の
性
格
を
諸
べ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
滑
川
が
な
い
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
制
定
の
手
続
は
欽
定
泣
法
で
‘
性
格
は
民
定
法
法
で
あ
る
と
い
う
こ
元
的
説
明
と
な
る
。
こ
れ
に
類
す
る
沿
川
と
し
て
.
事
者
の
中
に
は
、
「
凶
氏
自
身
の
定
法
制
定
命
日
議
に
よ
ら
や
J
、
哲
滋
法
第
七
三
燥
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
溌
案
と
公
布
と
い
弓
欽
定
法
法
の
形
式
を
と
っ
た
か
ら
、
法
形
式
の
上
か
ら
は
、
や
は
り
欽
定
憲
法
な
の
だ
が
、
し
か
し
、
定
法
そ
の
も
・
の
の
議
舎
に
於
け
る
論
議
や
悠
正
の
経
過
か
ら
い
う
と
、
協
約
以
法
の
形
を
と
り
、
憲
法
の
前
文
自
身
の
内
存
か
ら
い
え
ば
、
純
然
た
る
民
約
定
法
の
性
質
を
示
し
て
い
る
よ
ハ
鈴
木
安
服
、
明
治
議
法
と
新
沼
法
〉
と
説
明
す
る
者
も
あ
る
。
と
れ
ら
の
説
明
は
形
式
的
に
み
て
紙
め
て
巧
妙
で
あ
る
が
、
新
宗
法
制
定
の
賓
質
的
根
擦
に
着
服
せ
ざ
る
憾
が
あ
り
、
新
法
法
そ
の
も
の
の
も
つ
.
資
質
的
性
格
を
一
元
的
に
説
明
し
え
ざ
る
の
欠
貼
を
有
し
、
新
憲
法
が
図
民
主
慌
主
義
に
立
っ
と
と
の
怠
義
を
減
殺
す
る
民
が
あ
る
。
そ
の
他
一
郊
で
は
、
「
絞
り
に
そ
れ
が
形
式
的
に
は
川
治
滋
法
第
七
三
僚
の
定
め
る
手
続
に
法
く
も
の
で
あ
り
、
依
然
欽
山
崎
瓜
法
と
し
て
止
ま
る
と
し
て
も
」
ハ
佐
藤
明
、
温
法
改
正
の
開
泊
、
序
一
↑
只
以
下
)
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
の
は
、
た
と
え
後
に
「
日
本
岡
氏
の
自
由
に
表
明
せ
る
意
思
」
に
そ
の
根
擦
を
求
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
依
然
似
定
的
乍
百
形
式
的
に
は
欽
定
法
法
た
る
と
と
を
容
認
せ
ら
る
る
論
の
如
吉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
明
は
、
形
式
的
に
は
欽
火
山
法
の
改
正
千
紋
に
依
っ
た
こ
と
に
封
し
て
全
然
と
れ
を
無
関
し
え
ざ
る
が
た
め
に
、
一
躍
形
式
的
に
は
欽
定
ん
訟
法
た
る
こ
と
を
芥
泌
し
、
将
泣
法
の
性
絡
は
あ
く
ま
で
民
定
法
法
た
る
と
と
を
認
む
る
の
論
で
あ
る
と
思
う
。
ハ
藤
匝
嗣
雄
氏
の
立
場
も
略
々
同
肢
の
見
地
に
立
た
れ
る
も
の
の
如
き
で
あ
る
。
明
治
憲
法
論
、
二
五
八
頁
以
下
)
以
上
の
所
設
に
討
し
て
、
形
式
的
に
み
た
場
合
に
も
、
明
治
法
法
は
岡
氏
代
表
た
る
議
舎
に
諮
ら
や
官
還
の
植
密
院
が
御
前
合
議
に
於
て
・
群
議
し
て
「
組
{
一
万
一
一
ヌ
ク
ル
ノ
犬
山
-
一
ヨ
リ
此
不
服
ノ
大
典
ヲ
宣
布
ス
」
と
い
う
如
き
純
然
た
る
欽
克
憲
法
で
あ
る
が
、
日
本
図
憲
法
は
、
天
皇
の
溌
渠
と
裁
可
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
問
民
代
表
た
る
議
舎
の
自
由
な
る
修
正
が
あ
っ
た
と
と
を
み
る
と
、
天
皇
と
図
民
代
表
の
機
関
た
る
議
舎
と
の
協
約
に
な
る
協
約
法
法
な
り
と
の
論
が
生
や
る
。
ハ
中
村
哲
、
新
宮
一
法
一
ノ
1
ト
、
一
九
七
頁
以
下
〉
そ
の
根
擦
は
、
憲
法
制
定
権
;
才
の
特
移
を
も
っ
て
説
明
す
る
。
明
治
以
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
制
定
椛
者
は
専
門
り
君
主
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
た
び
明
治
憲
法
が
制
定
さ
れ
れ
ば
怠
法
制
定
慌
は
窓
法
改
正
椛
と
化
す
る
。
従
っ
て
明
治
法
法
は
民
主
の
焚
怠
と
議
舎
の
議
決
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
、
新
訟
法
は
そ
の
手
績
に
依
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
形
式
的
に
は
協
約
定
法
で
あ
っ
て
欽
定
説
法
で
は
な
い
、
と
さ
れ
る
。
(
中
村
氏
の
所
論
は
、
も
と
よ
り
と
の
形
式
論
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
「
協
約
憲
法
で
あ
る
と
い
う
の
は
形
式
的
な
解
棒
で
あ
る
が
、
か
え
っ
て
民
定
窓
法
で
あ
る
と
併
僻
す
る
と
と
が
、
必
要
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
。
父
誌
に
よ
っ
て
人
民
主
催
を
承
認
し
た
立
場
か
ら
資
質
的
に
は
民
定
波
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
な
わ
け
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
序
で
に
こ
と
に
述
べ
て
ゐ
き
た
い
よ
以
上
で
形
式
論
的
に
点
欽
定
以
法
の
み
で
な
く
、
協
約
窓
法
誌
の
あ
る
と
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
し
か
も
と
の
協
約
定
法
設
も
形
式
的
解
樫
と
し
て
斥
け
て
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
欽
定
法
法
誌
の
み
を
採
る
場
合
は
、
多
く
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
え
誌
に
よ
っ
て
主
慌
の
制
作
移
が
行
わ
れ
た
も
の
で
な
く
明
治
法
法
第
七
三
僚
は
依
然
と
し
て
妓
力
を
有
し
、
寸
日
本
闘
志
法
は
、
帝
図
法
法
第
七
三
保
の
定
め
る
と
と
ろ
の
、
天
皇
の
提
案
、
帝
閣
議
舎
の
議
決
、
天
皇
の
新
憲
法
の
民
定
憲
法
性
と
明
治
憲
法
の
欽
定
憲
法
性
五
経
管
と
経
済
一六
裁
可
と
い
う
行
動
に
よ
り
成
立
し
た
の
で
あ
る
、
即
ち
、
日
本
図
法
法
は
天
皇
が
制
定
し
た
ま
う
た
の
で
あ
る
、
放
に
日
本
因
憲
法
は
欽
定
患
法
で
あ
る
。
」
ハ
佐
々
木
惣
一
、
日
本
岡
沼
法
論
、
一
一
一
一
二
頁
ν
と
説
明
し
、
「
泣
い
法
成
立
千
波
よ
り
見
た
日
本
国
憲
法
自
身
の
性
質
の
問
題
と
、
将
来
の
憲
法
の
性
質
の
問
題
を
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ
己
と
さ
れ
る
。
か
か
る
表
見
的
、
形
式
的
説
明
が
憲
法
成
立
手
続
よ
り
み
た
日
本
図
憲
法
の
性
質
と
し
て
も
来
し
て
安
川
市
で
お
ら
う
か
、
そ
と
に
問
問
が
あ
る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
告
一
口
の
受
諾
な
く
し
て
も
か
か
る
全
両
的
改
正
が
行
わ
れ
、
天
皇
主
椛
よ
り
図
民
主
椛
へ
の
特
移
が
明
治
法
法
第
七
三
僚
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
、
滋
什
に
於
て
白
山
な
る
修
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
か
か
る
論
者
は
如
何
に
説
明
し
う
る
か
、
と
れ
ら
は
従
来
通
設
に
於
て
認
め
ざ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
叉
前
文
の
「
日
本
図
ほ
ん
が
:
・
・
:
と
の
憲
法
を
確
定
す
る
」
を
如
何
に
説
明
す
る
か
、
新
法
法
は
天
内
況
が
制
定
し
た
辺
法
と
い
え
ば
ポ
ツ
ダ
ム
空
一
一
円
に
紙
偽
ず
る
で
は
な
い
か
、
以
上
の
諸
黙
に
想
い
を
い
た
す
と
き
、
憲
法
改
正
乃
至
新
波
法
制
定
の
拠
ぬ
の
作
然
性
の
認
識
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
o
と
と
に
ポ
ツ
ダ
ム
2
・
一
バ
の
明
治
以
法
に
及
ぼ
す
劫
以
来
の
考
奈
が
必
要
で
あ
る
。
ポ
.
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
は
主
航
者
た
る
天
皇
が
形
式
的
に
は
、
な
し
え
た
桃
川
町
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
段
悠
の
統
治
形
態
は
、
日
本
図
民
の
自
由
に
表
明
す
る
窓
忠
に
よ
っ
て
は
決
せ
ら
れ
な
い
明
治
泣
法
に
於
て
、
日
本
同
氏
の
自
由
に
表
明
す
る
意
思
に
よ
っ
て
決
す
る
と
い
う
聯
合
図
へ
の
約
束
は
、
す
で
に
そ
の
時
明
治
憲
法
の
認
め
ざ
、
る
、
明
治
辺
法
を
超
え
た
約
束
で
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
無
僚
件
降
伏
の
も
た
ら
し
た
結
果
寸
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
時
、
天
皇
が
主
椛
者
た
る
の
椛
肢
に
於
て
交
諾
し
た
内
容
は
、
阪
に
超
明
治
以
法
的
な
る
内
容
で
あ
り
、
一
一
位
の
平
命
と
稿
し
う
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
換
一
一
日
す
れ
ば
、
そ
の
時
、
こ
の
革
命
に
よ
っ
て
「
図
民
主
慌
が
日
本
の
政
治
体
制
の
根
本
原
理
」
(
宮
出
俊
一
誌
、
憲
法
大
意
、
四
五
頁
)
と
な
っ
た
と
い
い
え
な
い
で
あ
ら
う
か
。
と
こ
に
図
際
法
と
悶
内
法
の
閥
係
に
つ
い
て
二
一
一
口
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
一
一
一
円
を
受
諾
す
る
も
、
岡
内
法
は
そ
の
改
底
を
行
わ
な
け
れ
ば
何
ら
の
愛
一
史
な
き
も
の
と
解
す
る
と
、
ポ
ツ
ダ
ム
笠
宮
を
交
諾
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
純
聞
に
於
て
問
内
法
上
礎
化
を
蒙
る
と
の
見
解
を
と
る
と
に
よ
り
、
と
の
問
題
の
解
決
に
ゃ
な
呉
を
生
や
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
若
し
後
者
の
見
解
に
立
っ
と
、
明
治
法
法
は
こ
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
一
一
一
目
に
低
備
す
る
船
出
に
於
て
そ
の
資
質
的
説
力
の
喪
失
が
な
さ
れ
て
長
り
、
只
形
式
的
に
悶
内
法
的
分
野
に
於
て
如
何
に
庭
置
す
る
か
の
問
題
が
浅
さ
れ
て
い
た
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
伝
う
。
そ
と
で
斯
絞
に
み
た
場
合
に
、
で
は
何
故
明
治
憲
法
第
七
三
僚
に
よ
っ
た
か
の
反
問
が
あ
る
に
相
違
な
い
。
と
の
黙
に
閲
し
て
、
民
定
法
法
訟
を
採
る
墜
者
の
中
、
本
来
は
、
新
に
以
法
制
定
議
A
M
U
を
設
け
た
方
が
筋
が
泊
っ
て
い
た
、
と
さ
れ
る
黙
は
大
体
一
致
し
て
い
与
が
、
ハ
美
濃
部
建
吉
、
日
本
闘
憲
法
原
論
、
自
mm
伶
誌
、
波
法
大
沼
V
明
治
法
法
第
七
三
僚
に
よ
っ
た
と
い
う
貼
は
、
一
部
で
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
よ
っ
、
て
明
治
憲
法
第
七
三
僚
は
阪
除
せ
ら
れ
た
が
、
と
れ
に
よ
っ
た
の
は
、
既
存
の
議
合
を
利
川
す
る
方
法
を
と
り
、
議
合
も
異
議
な
く
同
長
し
、
司
令
部
も
承
認
し
た
か
ら
目
白
な
る
子
政
と
い
え
る
と
い
う
に
到
し
、
他
の
一
部
で
は
、
ポ
ツ
、
グ
ム
宣
一
一
一
一
口
の
一
党
誌
に
よ
り
明
治
志
法
第
七
三
保
の
m
伴
と
油
川
に
従
化
が
行
わ
れ
た
と
し
て
、
「
し
か
し
、
明
治
混
法
が
ー
ー
そ
の
根
本
的
住
前
は
縫
っ
て
も
、
そ
の
限
界
内
に
於
て
|
|
ま
だ
引
絞
さ
放
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
定
め
る
手
続
に
よ
っ
て
、
料
法
法
を
制
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
明
治
法
法
と
の
問
に
形
式
的
泌
総
怜
を
持
た
せ
ろ
と
と
は
、
民
際
上
級
め
て
便
宜
で
ち
あ
っ
た
。
」
ハ
目
路
、
前
暗
雲
、
問
所
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
も
結
果
的
に
は
大
設
な
き
沿
川
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
一
一
一
口
受
諾
に
よ
り
一
一
仰
の
平
命
が
行
わ
れ
、
関
民
主
依
は
そ
の
時
承
認
さ
れ
、
新
泣
法
が
民
定
以
訟
た
る
の
紡
九
州
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。
¥
上
述
の
所
よ
り
し
て
明
か
な
如
く
、
折
ほ
法
制
定
は
、
特
殊
の
事
情
の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
単
な
る
図
内
事
情
の
下
に
K
M
け
る
一
部
敬
正
の
行
わ
れ
た
も
の
と
問
問
に
、
形
式
的
に
欽
定
憲
法
の
改
正
乎
絞
に
よ
っ
た
か
ら
依
然
欽
定
法
法
で
あ
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
全
く
表
見
的
形
式
論
に
と
ら
わ
れ
た
凡
仰
と
稿
す
ぺ
く
、
そ
の
出
つ
・
て
来
る
と
と
ろ
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
一
一
一
口
に
基
凶
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
黙
の
影
響
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
と
き
明
治
憲
法
第
七
三
保
に
よ
っ
た
こ
と
は
、
若
し
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
な
く
し
て
か
か
る
変
革
を
行
う
な
ら
ば
、
明
か
に
泣
法
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
札
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
自
体
が
超
明
治
憲
法
的
奴
力
を
有
し
、
明
治
定
法
の
限
界
を
超
え
た
内
容
を
合
む
も
の
で
あ
る
以
上
、
旦
こ
れ
を
承
認
し
た
時
、
明
治
憲
法
第
七
三
保
の
如
き
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
丘
一
一
一
一
口
に
紙
燭
す
る
部
分
は
殻
力
を
失
っ
た
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
に
わ
み
定
法
改
正
の
後
議
椛
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
こ
で
は
「
日
本
同
氏
の
・
自
由
に
表
明
し
た
窓
瓜
に
よ
っ
て
決
す
る
」
と
い
う
割
引
に
燭
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
政
府
の
案
は
参
考
楽
に
と
ど
ま
り
、
ハ
美
濃
部
、
前
掲
書
、
二
w
六
頁
)
国
民
代
表
た
る
議
合
も
自
由
に
後
一
楽
が
川
本
市
一
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
自
由
な
る
議
曾
に
於
て
自
由
に
修
正
」
が
可
能
で
あ
っ
た
し
、
貴
族
院
の
議
決
及
天
皇
や
枢
密
院
の
閲
興
は
、
明
治
虫
法
第
七
三
保
な
る
形
式
的
子
績
に
よ
っ
た
こ
と
の
や
む
を
ふ
九
ざ
る
結
果
と
し
て
の
形
式
的
手
績
を
辰
ん
だ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
明
治
憲
法
第
七
三
僚
に
よ
っ
た
と
と
は
、
明
治
憲
法
と
の
形
式
的
縫
続
性
を
も
た
せ
る
た
め
の
便
宜
的
新
沼
法
の
民
定
憲
法
性
と
明
治
憲
法
の
欽
定
憲
法
性
、
三
七
経
管
と
経
済
三
八
彪
置
と
し
て
利
用
せ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
に
そ
の
m
伴
と
油
川
は
あ
く
ま
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
よ
っ
て
大
な
る
愛
化
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
り
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
凡
人
法
品
川
の
仰
燃
を
以
て
こ
れ
を
体
し
で
は
な
ら
な
い
。
、
、
、
、
、
‘
.
、
以
上
の
如
く
解
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
τ
、
「
日
本
川
氏
は
正
悦
に
恕
息
さ
れ
た
凶
合
を
通
じ
て
行
動
し
、
・
:
・
:
主
椛
は
図
民
に
存
、
、
、
、
、
、
、
、
、
す
る
と
と
を
宣
一
一
一
一
目
し
て
と
σ忽
法
主
椛
定
す
る
」
の
芯
誌
を
川
悦
に
し
う
る
の
で
、
と
れ
伐
に
承
認
し
た
閤
民
主
様
を
、
と
ζ
に
宜
日
一
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
閤
民
主
慌
に
必
づ
い
て
同
川
が
的
ん
止
し
た
も
の
で
b
る
。
凶
民
主
慌
に
基
い
て
悶
川
内
が
、
直
接
又
は
そ
の
代
表
機
関
を
通
じ
て
制
定
し
た
送
法
は
何
れ
も
氏
定
以
法
と
加
す
ぺ
く
、
肝
い
川
伸
の
ぽ
川
内
定
以
法
と
同
桜
、
新
怠
法
も
亦
こ
れ
を
民
定
滋
法
と
い
わ
た
け
れ
ば
な
ら
な
け
い
。
か
く
て
こ
の
川
内
定
辺
法
の
川
九
州
的
付
制
と
し
て
川
町
山
に
以
法
第
九
六
保
は
、
「
こ
の
忘
法
の
改
正
は
、
各
議
院
の
総
議
員
の
三
分
の
こ
以
上
の
賛
成
で
、
同
合
が
、
こ
れ
を
伐
品
し
、
川
氏
に
川
北
…
決
し
て
そ
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
承
認
に
は
、
特
別
の
図
民
投
票
又
は
同
合
の
川
止
め
る
波
川
市
の
際
行
わ
れ
る
川
北
川
に
沿
い
て
、
そ
の
泌
午
放
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
よ
と
規
定
し
、
泣
法
改
正
は
、
園
舎
が
と
れ
を
ね
山
政
し
、
同
氏
の
承
認
を
総
ぺ
き
も
の
と
な
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
民
定
志
法
の
原
理
を
明
・
確
に
結
論
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
以
土
に
よ
っ
て
、
祈
ぷ
法
制
定
の
経
過
を
そ
の
託
収
に
於
て
述
べ
、
新
伝
法
の
民
定
送
法
性
の
賢
際
的
叔
践
を
就
き
、
又
新
法
法
に
つ
い
て
も
欽
定
以
法
読
の
あ
る
と
と
を
述
べ
て
そ
の
民
定
以
法
性
の
川
治
的
根
践
に
論
及
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
明
治
説
法
が
純
然
た
る
欽
定
ほ
法
た
り
し
こ
と
は
一
貼
の
呉
論
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
析
伝
法
は
形
式
的
に
み
て
、
表
見
上
欽
定
法
法
の
外
形
を
具
え
る
か
の
如
く
み
え
τ
、
資
穴
的
に
は
比
定
ぷ
法
で
あ
る
。
と
の
外
形
に
力
結
を
合
く
の
あ
ま
り
、
新
送
法
を
欽
山
一
丸
山
一
品
法
と
い
う
論
の
生
や
る
の
は
一
辺
な
き
こ
と
で
は
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
く
ま
で
、
か
か
る
夫
見
的
形
式
に
と
ら
わ
れ
や
、
そ
の
資
質
と
新
以
法
制
定
の
特
殊
的
秘
挨
に
ふ
品
川
服
す
る
時
、
か
か
る
形
式
九
州
を
超
克
し
て
、
と
れ
を
一
元
的
に
川
内
定
以
法
と
し
て
把
悔
し
う
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
そ
十
全
に
新
冠
法
の
革
命
的
意
義
の
間
切
に
次
・
仕
し
う
る
の
で
あ
ら
う
し
、
川
内
.
論
的
透
倣
を
矧
し
う
る
と
信
宇
る
。
(
二
六
，
・
一
・
二
八
)
F、
